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Ⅴ 特別選考（芸術・スポーツ分野、社会人経験、博士号取得者、現職教諭等） 
    ※芸術・スポーツ分野、社会人経験及び博士号取得による優れた実績や、県外の現職教諭等

としての実践能力を重視した特別な選考で、選考試験が一部免除されます。 

１ 募集人員  一般選考の募集予定人員に含めます。 

 

２ 資格要件  次の分野のいずれかの要件を満たすとともに、本要項Ⅱ-１-(2)(3)に該当する人。 

芸術分野 
 音楽、美術、書道等の芸術分野で国際的又は全国規模のコンクール等において上位入賞

するなど、優秀な実績を有する人又はその指導者であること。 

スポーツ分野 
 国際大会に日本代表として出場した人又はその指導者であること。 

 全国規模の大会で特に優秀な成績を収めた人又はその指導者であること。 

社会人経験 

（情報・農業・

工業・技術） 

 令和５年４月１日現在、法人格を有する民間企業、官公庁（教育関連は除く）、又は研

究機関に在職し、志願する教科に関連する実務経験が同一企業において継続して３年以上 

（休職及び休業期間を除く）ある人。ただし、大学又は大学院で志願する教科に関連する分

野の学科を卒業（修了）した人に限る。 

 なお、高等学校の情報については、独立行政法人情報処理推進機構が行う情報処理技術者

試験において、次の①～③のいずれか１つ以上の資格を所有していること。 

 ①基本情報技術者試験（ＦＥ） ②応用情報技術者試験（ＡＰ） 

③情報処理技術者試験要綱の試験区分に基づく高度試験 

博士号取得者  志願する教科に関連する博士号を有すること。 

 

 

 

 

 

現職教諭等 

 

 令和５年４月１日現在、和歌山県外の、学校教育法上の国公立学校に正規採用の主

幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、任用の期限を付さない講師（※注１

）、都道府県教育委員会又は市町村教育委員会に事務局職員（※注２）として在職（

休職中である場合を除く。）し、令和６年３月３１日までの在職期間が通算３年（休

職及び休業期間を除く。）以上の勤務実績がある（見込みを含む。）こと。 

（※注１）期限を付さない講師とは、日本国籍を有しない人が正規の教員として採用さ

れた場合をいい、同様の採用であれば職名は問いません。 

（※注２）教育委員会事務局職員とは、教諭として採用された後、引き続いて教育委員
会に採用された指導主事等の職とします。 

なお、令和６年３月３１日までの勤務実績が通算３年に達する見込みで受験したに
もかかわらず中途退職、休職及び休業により、勤務実績が３年に満たなかった場合は、
本試験の合格により得た一切の資格を失います。 

なお、特別選考による受験を申請する場合は、次の点に留意してください。 

 ① 芸術・スポーツ分野については、受験者本人の実績や成績については、高校生以下を対象とし
たコンクールや大会は対象外とします。ただし、指導者の場合、それらのコンクールや大会の実
績・成績を含めることは可能です。 

   上記資格要件に係る実績や成績を客観的に証明できる書類（賞状、大会要項、試合結果、メン
バー表等）の写しを、出願時に P.27 の「特別選考申請書（芸術・スポーツ分野、博士号取得者、
現職教諭等）」とともに提出してください。 

 ② 社会人経験については、出願時に P.28 の「特別選考申請書（社会人経験）」とともに、上記資
格要件に係る実務経験や技能（資格）等を客観的に証明できる書類を提出してください。提出書
類の詳細については、P.28 の「特別選考申請書（社会人経験）」を確認してください。 

③ 博士号取得者については、学位記等の写し及び研究内容を証明する資料（論文等の写し）３点
以内を、出願時に P.27 の「特別選考申請書（芸術・スポーツ分野、博士号取得者、現職教諭等）」
とともに提出してください。 

④ 現職教諭等については、現職教諭等としての在職期間に係る辞令等の写し（採用から出願時ま
での勤務状況が分かるもの、及び在籍証明書等）を、出願時に P.27 の「特別選考申請書（芸術・
スポーツ分野、博士号取得者、現職教諭等）」とともに提出してください。 

⑤ 特別選考の受験の可否については、出願内容、特別選考申請書及び提出書類等を審査のうえ決
定し、受験票送付時に受験者本人に通知します。 

⑥ 特別選考による受験を申請する場合は、本要項Ⅱ-2 の一般選考における「第一次選考試験の特
例」と併せて申請することはできません。ただし、特別選考での受験が認められない場合は、本
要項Ⅱ-１の要件を満たす人は、一般選考による受験が可能となるため、「第一次選考試験の特例」
に該当する人は出願時に免除申請する必要があります。 

 ⑦ 特別選考で、校種・教科専門を受験する必要がある人は、本要項Ⅱ-3 に準じて加点の申請が可
能です。P.33 の「加点申請書」及び必要書類を提出してください。 
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免 除 申 請 書 
 
 

このたび、令和６年度和歌山県公立学校教員採用候補者選考試験において、下記
事由により、第一次選考試験の一部免除を申請します。 

なお、下記の事実に相違ありません。 
 

令和５年  月  日 
 

和歌山県教育委員会教育長 様 
 

受験校種・教科（          ） 
氏 名    （          ） 

 
※申請する免除の番号一つを○で囲み、必要事項を記入してください。 

 
記 

 

１ 過年度第一次選考合格による免除（Ⅱ－２－（１）） 

直近で一次合格した選考 受験校種・教科 受験番号 

令和   年度 

採用候補者選考 
  

  （実施年度と標題の年度は異なります。以下を参考に正確に記入してください。） 

令和 ４ 年度採用候補者選考（令和 ３ 年度に実施） 
令和 ５ 年度採用候補者選考（令和 ４ 年度に実施） 

 

２ 講師経験による免除（Ⅱ－２－（２）ア・イ） 

県内公立学校における講師等経験月数 

（平成２９.４.１～令和５.３.３１） 

左記のうち受験校種での講師等経験月数 

（養護教員の場合は、養護助教諭としての経験月数） 

     月      月 

（勤務歴は P.30 の「講師経験による免除に係る勤務歴」に記入し、辞令等の写しを添付し
てください。また、小学校及び特別支援学校の志願者は、P.31,32 の作文も併せて提出し
てください。） 

 

３ 英語の技能検定の成績等による免除（校種・教科専門）（Ⅱ－２－（３）） 

成績等取得年月日 検定名 得点等 

   

  （実施団体等が発行する成績等を証明できる資料の写しを添付してください。） 
 

４ 英語の技能検定の成績等による免除（総合教養）（Ⅱ－２－（４）） 

成績等取得年月日 検定名 得点等 

   

  （実施団体等が発行する成績等を証明できる資料の写しを添付してください。） 
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